

































































Launay による伝記から，『四史攸編』は，バセが四川に赴任したのち，つまり 18 世紀初
頭に翻訳されたものと考えられている。また，バセの翻訳した聖書についてパリ外国宣教











れの稿本も毛筆による。1 つめのローマ本は，全 7 巻一冊，364 葉から成り，4 福音書の全
訳と，「使徒行傳」から「ヘブル人への手紙」第 1 章までの全訳から成るix。2 つ目のケン
ブリッジ所蔵本は，4 福音書部分のストーリーを 1 つにまとめた「Harmony」と呼ばれる
シャッフル抄訳で，「使徒行傳」以下は若干の文字の異同等を抜きにすれば基本的にローマ









訳範囲が 4 福音書からヘブル人への手紙」第 1 章までという共通点がある。4 つ目の香港
大学所蔵本は，この大英所蔵本をモリソンが筆写して中国に携行したというのは前述の通
りであるx。


















































最大 31 字である。各葉表裏にそれぞれ 6 行ある。前半の「四史攸編耶穌基利斯督福音之
會編」は，全 155 葉で第 1 葉が白紙，第 2 葉表が最初のページとなっているので，第 2 葉
表から最後の第 155 葉表まで 307 頁ということになる。それに対して，後半は「使徒行傳」
の 155 葉裏から 229 葉裏までと，「ローマ書」の 230 葉表から 378 葉表までを合わせて全
446 頁で，ほぼ全文が翻訳されている。
 まず「四史攸編耶穌基利斯督福音之會編」は全 28 章で，4 福音書のいろいろな部分を
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集めて 1 つのストーリーに再構成したものである。なかにはマタイ 5 章から 7 章のように
連続して各章の全文が翻訳されている部分もあるが，基本的には小さな部分をつないで出
来上がっている。例えば，第 1 章はルカ 1 章 1 〜 4 文，ヨハネ 1 章 1 〜 13 文，ルカ 1 章 5
〜 56 文，マタイ 1 章 18 〜 24 文の 4 つの部分で構成されているが，第 28 章は実に 21 の
小さな部分，すなわちマタイ 27 章，ルカ 23 章，ルカ 24 章，マルコ 16 章，マタイ 28 章，
ルカ 24 章，マタイ 28 章，ヨハネ 20 章，ルカ 24 章，ヨハネ 20 章，ルカ 24 章，ヨハネ
20 章，ルカ 24 章，ヨハネ 20 章，ヨハネ 21 章，マタイ 21 章，ルカ 24 章，マルコ 16 章，
マタイ 28 章，ルカ 24 章，ヨハネ 21 章から構成されている。
 具体例として，第 26 章の一部分を抜粋してみてみよう。136 葉裏 2 行目から 137 葉表 2
行目まで約 1 ページの 6 行に，「マタイ 26 章，ルカ 22 章，ヨハネ 18 章，マタイ 26 章，










第１章（全 25 文）1〜17， 18， 19〜24， 25
第２章（全 23 文）全文
第３章（全 17 文）4〜17




第８章（全 34 文）1， 2〜4， 11， 12， 14〜17， 23〜34




第11章（全 30 文）1， 20〜24， 28〜30
第12章（全 50 文）9〜50
第13章（全 58 文）1〜8， 10〜15， 18〜38， 39， 41〜53， 54




第18章（全 35 文）1〜7， 10〜35
第19章（全 30 文）1， 3 〜 30
第20章（全 34 文）1〜16， 20〜28
第21章（全 46 文）1， 2〜11， 14〜16， 21〜46
第22章（全 45 文）1〜14， 16〜34， 41， 42〜45
第23章（全 39 文）1〜10， 13〜19， 20， 21， 22〜35
第24章（全 51 文）翻訳なし
第25章（全 46 文）1〜13， 31〜46
第26章（全 75 文）48， 49， 50， 53， 54， 56， 65 〜 69， 72〜75
第27章（全 66 文）1〜10， 15〜17， 19， 20， 21， 22， 24， 25， 45， 46， 51〜55， 62〜66
第28章（全 20 文）2〜4， 11， 12〜20
 第 2 章，第 5 章，第 6 章，第 7 章，第 10 章，第 15 章，第 17 章で全文が翻訳されてい
る一方で，第 24 章は章全体がすっぽり抜け落ちている。「マタイの福音書」全体を通して
みると，全 1070 文のうち翻訳されているのが 706 文で 66％，翻訳されていないのは 364
文で 34％である。このほか，「マルコの福音書」では全 678 文のうち翻訳されているのが
121 文で 18％，翻訳されていないのが 557 文で 82％，「ルカの福音書」では全 1151 文の
うち翻訳されているのが 611 文で 53％，翻訳されていないのが 540 文で 47％，「ヨハネの
福音書」では全 879 文のうち翻訳されているのが 836 文で 95％，翻訳されていないのが
43 文で 5％であった。全体としては，全 3778 文のうち翻訳されているのが 2274 文で
60％，翻訳されていないのが 1504 文で 40％となった。『四史攸編』「四史攸編耶穌基利













まず「マタイの福音書」8 章 2 節を見てみよう。
  【ブ】et ecce leprosus veniens adorabat eum, dicens: Domine, si vis,
  見よ   癩病人  来る  ひれ伏す 彼に  曰く   主よ  つもりがある
  potes me mundare.xii





 ブルガタ訳のうち，“et ecce（見よ）” “eum（彼に）” “veniens（来る）” などが省略さ
れているので，完全な逐語訳とは言えないものの，“leprosus ＝癩者”，“adorabat ＝伏”，“曰
＝ dicens”，“Domine ＝主”，“mundare ＝克淨”，“me ＝予” など，ほぼ原文の意味する
ところを中国語の文言に忠実に翻訳していることがわかる。
つぎに「マタイの福音書」8 章 3 節を見てみよう。
  【ブ】Et extendens: Jesus manum, tetigit eum, dicens: Volo. Mundare. Et 
    伸ばす イエス     触る  彼に  曰く 吾欲す  清める
  confestim mundata est lepra ejus.xiii







 本節では，ブルガタ訳のうち “Jesus ＝耶穌”，“extendens ＝舒手”，“tetigit ＝撫”，“eum
＝之”，“dicens ＝曰”，“Volo ＝肯”，“Mundare ＝淨”，“遽＝ confestim” などは，ほぼ原
文の意味するところが中国語の文言に翻訳されている。“lepra ejus（癩病人そのひと）” に
ついては，前節までに癩病人がすでに登場しているので，3 人称属格の “厥” によって，“厥
體（その身体）” と訳されている。このほか，文末助詞の “〜矣” と副詞の “迺” が補われ
ている。















































































元代におけるフランシスコ会まで，第 2 期：1579 年イエズス会から 1844 年黄浦条約まで，
第 3 期：黄浦条約以降，の 3 つの大きな時期に分けることができるxxiv。聖書の中国語訳は
景教の時代から行われていたが，本格的な聖書の全訳は，第 3 期まで待たねばならない。
また，中国語訳聖書の翻訳史は，（1） 漢文訳期（2） 文理訳期（3） 浅文理訳期（4） 国語訳
期（5） 方言訳期，の 5 つに分けられるxxv。『四史攸編』と『神天聖書』『聖経』の文体につ
いては，塩山 2000 でも指摘したように語彙や文体からみて「文理」と呼ぶのが妥当か否
かは疑問であるが，時期的にはともに（2） 文理訳期に位置づけることができる。
 前述のとおり，18 世紀初頭，パリ外国宣教会の宣教師バセ（Basset, J， 中国名：白日昇，
白日陞，巴設）が 4 つの福音書と使徒行傳からパウロの書簡までを翻訳したものが『四史



















全訳され，『神天聖書』『聖経』がもとにした「使徒行傳」の冒頭，第 1 章の最初の 2 文

























































v  『聖経直解』の中国語訳の詳細については塩山 2008 を参照。
vi  本節では聖書本文の資料として大英図書館所蔵『四史攸編』『神天聖書』，フランス国立図書館所蔵
『聖経』のマイクロコピーを使用した。
vii  費頼之 1932−1934『在華耶蘇会士列伝及書目』及び矢沢 1967 参照。





ix  内田 2010 を参照。
x  香港大学所蔵本については，筆者は前半部分しか目にしていないので，その筆写の範囲については
今後の調査を待ちたい。
xi  ケンブリッジ所蔵本を除いては，内田 2010 の例示に倣った。
xii  この節の英語訳（ブルガタ対訳より）は以下の通りである。“And behold a leper came and 
adored him saying, Lord, if thou wilt, thou canst make me clean.”
xiii  この節の英語訳（ブルガタ対訳より）は以下の通りである。“And Jesus stretching forth his hand, 
touched him, saying, I will: be thou made clean. And forth with, his leprosy was made clean.”
xiv  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “et ecce leprosus veniens adorabat eum, dicens: Domine, si vis, potes me mundare.”
  【英】 “And behold a leper came and adored him saying, Lord, if thou wilt, thou canst make me 
clean.”
xv  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “Et extendens: Jesus manum, tetigit eum, dicens: Volo. Mundare. Et confestim mundata 
est lepra ejus.”
  【英】 “And Jesus stretching forth his hand, touched him, saying, I will: be thou made clean. 
And forth with, his leprosy was made clean.”
xvi  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “Et ait illi Jesus: Vide, nemini dixeris: sed vade, ostende te sacerdoti, et offer munus, 
quod praecepit Moyses, in testimonium illis.”
  【英】 “And Jesus saith to him, See thou tell nobody: but go, shew thyself to the priest, and offer 
the gift which Moses commanded for a testimony to them.”
xvii この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “Dico autem vobis, quod multi ab Oriente et Occidente venient, et recumbent cum 
Abraham, et Issac, et Jacob in regno coelorum:”
  【英】 “And I say to you, That many shall come from the East and west, and shall sit down with 
Abraham and Issac and Jacob in the kingdom of heaven:”
xviii この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “filii autem regni ejicientur in tenebras exteriors: ibi erit fletus, et stridor dentium.”
  【英】 “but the children of the kingdom shall be cast out into the exterior darkness: there shall 
be weeping and gnashing of teeth.”
xix  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “consummatisque diebus, cum redirent, remansit puer Jesus in Jerusalem, et non 
cognoverunt parentes ejus.”
  【英】 “and having ended the days, when they returned, the child Jesus remained in Jerusalem: 
and his parents knew it not.”
xx  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。




  【英】 “And thinking that he was in the company, they came a day’s journey, and sought him 
among their kinsfolk and acquaintance.”
xxi  この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “Et non invenientes, regressi suntin Jerusalem, requirentes eum.”
  【英】 “And not finding him, they returned into Jerusalem, seeking him.”
xxii この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 “et tuam ipsius animam pertransibit gladius, ut revelentur ex multis cordibus cogitations.”
  【英】 “and thine own soul shall a sword pierce, that out of many hearts cogitations may be 
revealed.”
xxiii この節のブルガタ訳とその英語対訳は以下の通りである。
  【ブ】 Et erat Anna prophetissa, filia Phanuel, de tribu Aser: haec processerat in diebus multis, 
et vixerat cum viro suo annis septem a virginitate sua.
  【英】 And there was Anne a prophetess, the daughter of Phanuel, of the tribe of Aser; she was 
far stricken in days, and had lived with her husband seven years from her virginity.
xxiv 竹中 1990 参照。
xxv 志賀 1973 参照。
xxvi 多くの中国語文献では「巴設」が採用されている。




xxviii 譚樹林 2003 に詳しい。また，吉田 1997, p 35でも「モリソンはイギリスにおいて中国伝道の準
備を進めている時，たまたま大英博物館に保管されていたカトリック系のパリ外国宣教会（仏称略）
所属の宣教師バセー Basset, J の中国語訳聖書の稿本である『四史攸編』を見ることができ，彼の中
国語の教師である菫三託の協力を得てこれを写しとった。」と指摘されている。
xxix 譚樹林 2000 および Eliza. Morrison 1839 参照。
(xxx) ローマ・カトリックではトリエント公会議においてブルガタ訳（ウルガタとも：筆者注）が公認
聖書として認められて以来，カトリック各派ではいずれもこれを採用している。
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